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令和４年８月 青葉区議員団会議 会議録 

開催日時 令和４年８月31日（水） 午後２時00分～午後３時10分 

場 所 Ｗｅｂ会議 

出 席 者 【議 長】   赤野たかし議員 

【議員：８名】 田中ゆき議員、山下正人議員、横山正人議員、行田朝仁議員、 

        藤崎浩太郎議員、大貫憲夫議員、平田いくよ議員、小島健一議員 

【説明局員：28名】（うち、青葉区：24名） 

        天下谷区長、馬渕副区長、青木福祉保健センター長、 

        壷井福祉保健センター担当部長、鈴木青葉土木事務所長、 

黒岩消防署長、ほか関係職員 

次 第 報告事項 

１ 美しが丘二丁目地区のまちづくりの取組状況について 

（建築局住宅再生課 資料１） 

２ 新型コロナウイルス感染症に係る青葉区の状況について 

（福祉保健課 資料２） 

３ 青葉区民まつり及び青葉区民マラソン大会の開催について 

（地域振興課 資料３） 

その他 

１ 青葉警察署管内の情勢について 

（青葉警察署 資料４） 

２ 青葉区火災・救急状況（令和４年８月21日現在） 

（青葉消防署 資料５） 

報告事項１ 美しが丘二丁目地区のまちづくりの取組状況について 

発 言 の 

要 旨 

横山議員 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

 

 

 

大貫議員 

 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

 

大貫議員 

 

Ａ地区・Ｂ地区に分けた理由はなぜか。 

 

Ａ地区は、美しが丘公園に面しており、一定程度この誘導用途を誘

導しながら土地利用の高度利用を図りたいためであり、北側について

は、住居が広がっており、そちらへの配慮が必要なため、容積、高さ

とも若干抑えているという形で地域分けをしている。 

 

公募売却が行われるとなっているが、一括の土地として売却するの

か。 

 

土地所有者の国家公務員共済組合連合会では、一括でするのか、分

割して売却するか、現時点では未定と聞いている。 

 

一括の場合、全体的なトータルでの中身というのはある程度カバー

できると思うが、個々に売却した場合、買う方々に地区計画、まちづ



2 
 

 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

 

 

大貫議員 

 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

 

 

 

 

 

大貫議員 

 

 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

 

 

赤野議員 

 

村上建築局 

住宅再生課長 

くりがきちんと伝わっていくのかと思うが、どうやっていくのか。 

 

地区計画の届出の制度があり、建築計画ができた段階で横浜市側と

協議をすることになっている。その中で、この地区計画に則った計画

であるかについて協議・調整をしていく。 

 

都市計画マスタープラン青葉区プランというのがあるが、それとの

整合性はどのようになっているのか。 

 

青葉区のまちづくり指針の上位計画として、こちらの地区計画も定

めている。青葉区のまちづくり指針では、大規模団地の再生の際に

は、団地の住民が住み続けられ、または多様な世代が住まうことがで

きるとか、地区計画等のまちづくり手法を活用し、周辺住民の身近な

生活支援となるような日常的な施設について、また働く場の整備につ

いても誘導するとされている。 

 

当該地域の周りには住宅が多くあり、そばに学校があって、この当

該地域の中に人口が増えるような場合、その周辺の隣接地域にいろい

ろ影響が及ぶと思うが、その辺の配慮はどうやってするか。 

 

現地計画が出された場合には、この地区計画にのっとった内容にな

っているかどうか、また、近隣の小学校が２つあるため、通学路の安

全確保などでも協議調整をしていく。 

 

８月26日の都市計画審議会の議事録は見られるか。 

 

ホームページで公開する。 

報告事項２ 新型コロナウイルス感染症に係る青葉区の状況について 

発 言 の 

要 旨 

大貫議員 

 

青木福祉保健

センター長 

 

大貫議員 

 

青木福祉保健

センター長 

コロナの後遺症に関する統計は、どのように把握しているのか。 

 

後遺症に関しての明確な人数や症状のデータは把握していないが、

相談は随時受けている。 

 

発熱外来の混雑状況について、青葉区ではどうか。 

 

７月末から８月頭にかけては、発熱外来を受診できないという相談

があったが、その後は病院へ早めにつながる方が多いという印象。 
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田中議員 

 

 

青木福祉保健

センター長 

田中議員 

 

 

青木福祉保健

センター長 

 

山下議員 

 

 

 

青木福祉保健

センター長 

 

山下議員 

 

 

青木福祉保健

センター長 

 

山下議員 

 

青木福祉保健

センター長 

 

山下議員 

 

青木福祉保健

センター長 

山下議員 

 

天下谷青葉区

長 

 

感染者の数の中には、神奈川県で行っている自主療養届出制度の数

も含まれているのか。 

 

自主療養の数は今回の報告には含まれていない。 

 

自主療養されている中でお困りの方が福祉保健センターなどに相談

されても対応はしているというような、そういう把握はあるか。 

 

自主療養を既にされている方から相談を頂くことはある。保険手続

や学校、保育園、自身の所属への届出などの相談が多い。 

 

民間の生命保険の給付金対象になるということで、証明書を欲しい

という問合せが増え、保健所機能がパニックになっているということ

はあるか。 

 

生命保険のための申請での問い合わせで忙殺されてしまっていると

いうことは今のところない。 

 

神奈川県では、HER-SYSは申請書類で使えないようになっているとい

うようだが、運用についてはどうなっているか。 

 

今週に入り、HER-SYSのIDを使用して保険会社に申請できるシステム

の運用を始めている。 

 

ワクチン接種による副反応に対する相談等あるか。 

 

青葉区でも数件頂いていることは把握しているが、例えば補償申請

を受けるというような重篤なものは、今のところない。 

 

具体的にどういった症状の訴えをされている方が多いか。 

 

じんま疹や、だるさが出たというような方がいる。 

 

議員団会議を今回Zoomで開催しているのは、コロナ対策なのか。 

 

今回の議員団会議に関しては、やはり一部、コロナの感染が拡大し

ているかなということもあること、オンラインでの会議を推進してい

くという意味合いもあり、両方の意味で今月の会議はZoomで行った。
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藤崎議員 

 

 

平田議員 

そのときに適した運用をしていきたいと思う。 

 

ＤＸの流れやコストなどを踏まえて、開催方法を検討してもらいた

い。 

 

感染症対策として対面は控えたいと思っているので、Zoomでの開催

で助かっている。 

報告事項３ 青葉区民まつり及び青葉区民マラソン大会の開催について 

発 言 の 

要 旨 

赤野議員 

 

 

 

繁田地域振興

課長 

 

 

 

 

会場内での飲食ができないということだが、そうすると、例えば周

辺のコンビニが混雑してしまうことや、ごみの問題などについてどの

程度想定しているか。 

 

周辺でということについては、やはり多少問題としてはあるかと思

っている。ただ、会場内で飲食ができないということについて、積極

的なＰＲをしていくこと、会場周辺で注意喚起ということも含め、従

事者に巡回してもらうことは考えている。ほかには、まつりの広告を

出すタイミングで、周辺の飲食店にご連絡等をしていきたいと考えて

いる。 

その他１ 青葉警察署管内の情勢について 

発 言 の 

要 旨 

 

 

資料４に基づき、青葉警察署から報告。 

 

その他２ 青葉区火災・救急状況（令和４年８月21日現在） 

発 言 の 

要 旨 

 

 

 資料５に基づき、青葉消防署から報告。 

 


